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まえがき

　本研究調査は，「阪神・淡路大震災の実態調査にもとづいた震災時の道路交通マネージメン

トの研究」（H723，H832）に引き続いて行われたものである．その理由は，先の研究調査の報

告会におけるシンポジウム（平成10年5月29目，国際連合大学国際会議場）で，以下の3

点が議論になったからである．第1点は，震災直後の重傷者や病人の8割は自家用車で運ぱ

れたといわれているが，このことは真実か．第2点は，被災地域では自家用車の利用を基本

的に規制するとなっているが，被災地域住民の協力は得られるのか．、第3点は，被災直後の

交通管理方策はどのように実施するのか，これらの議論に対する明確な回答を出すことを目

『的として，本研究プロジェクトでは，発災直後3目間を対象として，次の2つの調査研究を

実施した．一っは，マイカー利用の実態調査であり，もう一つは，マイカー利用規制の現実

的方法論の研究である．

　本研究では以下の結論が得られた．第1点については，重傷者や病人の7割程度が自家用

車で搬送されていることが，既存調査データで明らかになっていることが判明した．しかし，

交通量としてはマイカー利用の全体トリップの内8％程度であり，交通管理の実施面からは，

特に問題とはならないことが確認された．第2点については，発災直後における震災関連の

マイカー利用実態を交通目的別にアンケートにより調査実施した．この調査によると，発災

直後におけるマイカー利用の大部分は，安否確認，避難行動，出勤，物資調達の目的で行わ

れており，被災住民にとってマイカー利用の必要性は極めて高いことが明らかとなった』第

3点については，今回アンケート調査にもとづいて震災直後のマイカー利用交通量を推定し，

エリア交通規制の現実性を交通量の面から検証した．ここでは，指定被災地域への外部から

の流入規制を1次規制，被災地域内部の激甚被害地区（区別単位）への流入規制を2次規制

とする2段階によるエリア規制システムを提案した．この方策によれば，マイカー利用によ

る避難行動はほとんど規制されず，物資調達は約50％，安否確認は約70％，通勤交通は約80％

が規制されることになる．しかし，物資調達トリップは救援物流基地からの鍛送システムの

改善や備蓄システムの整備によって削減可能であるし，安否確認トリップも通信システムの

高度化によって減少することが見込まれる．通勤交通も震災時の通勤マニュアル作成によっ

て，無用なトリップは減ると思われる・このように考えれば，提案した区別単位程度の2段

階エリア規制によって，震災直後の被災地域におけるマイカー利用規制はほぽ実施しなくて

済むと思われる。このことから，2段階エリア規制の考え方は，震災直後におけるきわめて

現実性の高い規制方策といえよう．

　なお，本調査研究はIATSS会長の越先生からのご指示の下に実施されたものである．ここ

に改めて先生のご指導とご支援に衷心からお礼を申し上げる次第である．

　2000年5月

PL飯田恭敬
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第1章　研究の背景と目的

第1節　　研究背景

　阪神・淡路大震災においては，高架橋の倒壊や家屋倒壊による道路閉塞などにより，多大

な被害を被った，交通システムの被災による影響は，物理的被害のみにはとどまらない・都

市交通システムの機能低下により，震災時に発生した大量の，そして様々な目的の移動需要

を十分に満足することはできなかった、結果として，急を要する救急救助活動・消防活動の

遅れを招き，被災地域の復旧・復興のための諸活動を阻害し，市民の日常生活に多大な影響

を及ぼしたことは否めない，今後起こりうる災害に迅速に対応し，交通システムが円滑に機

能するべく対策を講じることが重要といえる．

第2節　　先行研究を踏まえた本研究の目的

　1995年度，1996年度の2ヶ年に渡り，プロジェクトリーダー（京都大学：飯田恭敬）を中心

に地震災害発生後の交通管理に関して分析を進めている（H723，H832プロジェクト，文献1））・

この調査研究においては，以下の事項について検討を加えている．

　阪神淡路大震災後の交通実態把握

　震災後の交通対策状況の整理

　災害時おける道路交通マネージメント方策の提案

　長期的視野での道路網計画に関する検討

　災害時道路マネージメントの体系化に向けての課題整理

　さらに，上記調査研究の成果を公表することを目的に，平成10年5月29日に国際交通安全学

会シンポジウムr震災時の交通マネージメント」を開催し，多数の参加者により活発な議論

を行った．その中で，先行研究に対して，1）交通規制について，被災者の協力を期待する形

での提案を行っているが，発災直後においては，多くの被災者が多かれ少なかれr緊急の用

件」で車を利用しており，それを全面規制することは問題ではないか，2）災後1～2週間の比

較的落ち着いた状況下における交通管理を念頭においているが，発災直後における道路交通

管理の方策をどのようにすべきか，の2点が問われた．これらの質問に回答することを目的と

して，本調査研究においては，1）発災直後におけるマイカー利用の実態を調査分析すること，

2）直後の交通混乱期におけるマイカー利用規制のあり方を検討すること・に焦点を絞って研

究を進めることとした．

　本稿の構成は以下の通りである．まず第2章においては，発災直後の交通状況を鳥鰍するた

めに，航空写真を読み取ることによって，交通量や路上駐車台数，校庭や公園などにおける

駐車台数を算出した．ある限定された地域における同様の調査分析は既に実施されているが，

一1一



被災地域全般に渡って総括的に調査されたものは本調査研究が初めてであるといえる．発災

直後の交通規制方策の検討を行うにあたっては，その際のマイカー利用実態を把握すること

が非常に重要である・そのために，新たにアンケート調査を実施し，発災後3日間の自動車利

用状況を調査した。第3章においては，このアンケート調査の概要と災害時のトリップ目的等

とマイカー利用の関連性について考察を加える．続いて第4章においては，米国における危機

管理体制についてとりまとめ，日米比較を通じて我が国の危機管理体制に関する問題点を論

じ，災害発生時における交通対策に関する意思決定システムの構築を試みている．続いて，

第5章においては，第3章において分析したアンケート調査データを利用して，発災後の交通

需要をODレベルで再現することを試み，それらのOD交通需要がネットワークを走行した際

の交通混雑状況を考察する，第6章においては，災害時における交通管理のあり方を検討し，

被災者にとって必要と思われるマイカー利用を許容する交通規制方策の提案を行う．最後に，

第7章においては非常時交通規制の実現に向けての展望と期待を述べる．

【参考文献】

1）　（財）国際交通安全学会　“阪神・淡路大震災の実態調査に基づいた震災時の道路交通マ

　ネージメントの研究”，1998。3
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第2章　航空写真からみた自動車交通の実態分析

第1節　概説

　阪神大震災では，都市間ならびに都市内幹線道路が大きな被害を受けただけでなく，地区

内道路でも家屋の倒壊や火災等により，道路の損傷や閉塞が数多く生じた・その結果，通行

可能な限られた道路区間に大量の自動車交通が集中し，直後に大渋滞を発生させた，そうし

た渋滞は，緊急・救援車両の通行に支障をきたしたのをはじめ，直後の市民生活にも多大な影

響を及ぽした．しかしながら，当時の交通実態については，交通管制センターがマヒしてい

たこともあって，その全体像を把握することは困難である．

　そこで本章では，阪神大震災で被害の大きかった神戸市臨海地域を対象に，震災直後に撮

影された航空写真を用いて，当時の道路機能障害や自動車交通の実態を明らかにし・幹線道

路や地区道路における機能障害が自動車交通に及ぼす影響を分析することとする・

第2節　調査対象地域と使用データ

　調査対象とした地域は，航空写真によってカバーされている神戸市中東部地域の既成市街

地であり，図2－1は，対象地域と地域内の道路網を図示したものである・東端は，隣接する

芦屋市との市境，西端は，兵庫区の国道428号線まで，その間に東灘区・灘区・中央区が含

まれている．この地域には，わが国の東西交通の幹線が集中しており，震災前には国道2号

線，国道43号線，阪神高速道路神戸線・湾岸線を合わせて1日約25万台の自動車通行量があ

った．また，対象地域の北部にあたる六甲山背山部とは国道428号線，新神戸トンネル・六

甲トンネルなどで結ぱれているが，アクセス路は限られている・

　対象地域の面積は約2，200血aであり，道路総延長は約643㎞，1haあたりの道路延長は約

294mとなる，対象とする道路網を構成するリンク数は13，905，ノード数は10，460である・

図2－2は，それぞれの幅員の道路延長構成比を示したものである・これによると・幅員8m

未満の道路が総延長の約7割を占めており，また全体の約25％が幅員4m未満の道路である。
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